
ハローズとフードバンク（FB）との取組

１．提供理由
　　経営理念「地域社会の生活文化に貢献する」

２．提供開始スケジュール
2015年3月 FB岡山開始

6月 FB福山開始
11月 FB香川開始

2016年3月 FB愛媛開始
5月 順正学園開始

2016年12月 FB徳島開始
2017年10月 FBアリス開始

　　　　　　　11月FBウエスト開始

３．提供経緯
　FB岡山からスタートしましたが、提供物量が多くなりすぎた為
FB岡山より他のFBへの提供依頼あり。福山・香川スタート
同様の経緯で順次FB拡大

４．提供条件
　最初の岡山から「提供後はFBの責任で処理」の確認書を取り交わして
スタートし、追加のFBも同様の条件を確認の上提供。
　現在は　ジャパン・フードバンク・リンク　に加盟して個別のFBとの確認書は廃止
　スタートして３年になるがクレームは全くない。

５．提供商品
（１）廃棄伝票起票済みで消費期限まで3週間程度ある商品
　　　（二重包装破れ・ラベル汚れ・ペコ缶等）
（２）メーカーベタ付け景品の余り
　　　（グラス・タオル・トレイ・容器・食品等）
（３）消費期限が近い商品
　　　開催日が確定している　「子ども食堂」向け

６．提供店舗及び数量
（１）全店　　　７8店
（２）数量　　　毎月　600ケース　　3トン
（３）内容　　　　食品・菓子・日用雑貨

７．マスコミ掲載
（１）TVせとうち
（２）広島TV
（３）山陽新聞
（４）中国新聞
（５）日本経済新聞



「子ども食堂」支援モデル

現状テストしている「子ども食堂」支援モデルについて説明いたします。
基本的には「子ども食堂」のメンバーが集荷に行くモデルです。

１．米飯
地域の惣菜（米飯製造）の会社から炊飯の引取
米飯製造会社は必ず余剰があり毎日提供可能。
（実例　ハゴロモ岡山・ハゴロモ福山　毎日各50kg提供）
（2社で　年間　３０トンの提供　弊社売価換算　２０００万）
開催日の朝必要なKgを発砲スチロールに入れて持ち帰る。
炊飯は消費期限が24時間はある。

　　次に帰り道にある弊社の店に立ち寄り
廃棄伝票起票済みの商品を提供

２．青果
子ども食堂で使用できそうな商品を選らんで頂いて提供

３．デイリー
弊社は賞味期限切れ販売を防ぐために　消費期限の
24時間前には売場から商品撤去。
当日中で食べるのであれば問題ないので提供引取
（乳製品・日配）　概ね使用できる。

４．加工食品
こちらも３日前には売場から商品撤去
子ども食堂で使用できそうな商品を選んでいただいて提供

５．菓子
こちらも３日前には売場から商品撤去
概ね使用できる
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1. 引き取りにかかるコストが抑えられる
2. 受贈者が利用者なので、配送コストが不要
3. 受け取り希望団体には引き取りに来てもらう
4. 賞味期限が短い日配品も提供可能

A型作業所とは
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－食品スーパーハローズ等との連携－
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